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５月28日、伊集院方面団操法大
会が開催されました。選手は、的確
な指令と機敏な動作を披露。優勝
は小型ポンプの部「第一分団」自動
車ポンプの部「中央分団町部」でした。

今月の
表 紙

まさかに備えて！ 

わ
が
地
域 

山
田
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

「
前
進
」
が
地
域
づ
く
り
の
合
言
葉 

▲ 毎年盛り上がる「秋のレクリエーション大会」

▲ 楽しんで参加「野菜品評会」

山
田
自
治
会
は
日
吉
地
域
の
北

西
部
に
位
置
し
、
北
部
を
東
市
来

地
域
と
接
し
て
い
ま
す
。
こ
の
四

月
に
、
旧
山
田
上
・
山
田
・
山
田

下
の
三
集
落
が
合
併
し
、
地
域
内

に
八
十
七
世
帯
、
二
百
二
人
が
暮

ら
し
ま
す
。

先
月
は
、
高
齢
者
で
つ
く
る
「
山

田
交
通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

が
、
交
通
安
全
コ
ン
テ
ス
ト
で
成

績
優
秀
と
し
て
伊
集
院
警
察
署
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

や
ま
　
　
だ 

地 

他 

域
の
活
性
化
策
と
し
て
、
昭

和
五
十
七
年
に
村
づ
く
り
運

動
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
同
年

に
公
民
館
を
建
設
、
秋
の
運
動
会
（
現

在
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
）、

野
菜
品
評
会
は
現
在
ま
で
毎
年
実
施

し
、
地
域
の
恒
例
行
事
と
し
て
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
集
う
親
睦
を
深

め
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

六
月
に
開
催
さ
れ
る
日
吉
の
伝
統
行

事
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
に
も
毎
回
参
加
、

子
ど
も
会
が
中
心
と
な
り
地
域
の
伝

統
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

の
自
治
会
と
同
様
に
、
過
疎

高
齢
化
が
進
み
自
治
会
運
営

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
自
主

財
源
の
確
保
策
と
し
て
平
成
十
年
に

緑
竹
生
産
に
取
り
組
み
、
地
域
民
の

協
力
を
得
て
山
を
開
墾
し
株
を
植
え

付
け
ま
し
た
。
手
入
れ
も
当
番
で
行

い
、
三
年
目
か
ら
よ
う
や
く
収
穫
販

売
し
、
最
近
で
は
株
分
け
苗
も
販
売

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
吉
地
域
の

緑
竹
生
産
拠
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
後
継
者
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
ハ
ウ
ス
栽
培
や
水
稲
、

甘
し
ょ
等
の
生
産
販
売
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

住
促
進
が
今
後
の
一
番
の
課

題
で
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る

定
住
希
望
が
あ
っ
て
も
土
地
や
家
の

相
談
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
な
ど

多
々
あ
り
、
空
き
地
空
き
家
対
策
な

ど
生
活
環
境
の
改
善
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。
何
を
す
る
に
も
地
域
民
の

協
力
な
く
て
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
三
集
落
が
大
同
団
結
し

て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
豊
か
な
生

活
を
目
指
し
、
意
思
の
疎
通
と
相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
進

し
て
い
き
ま
す
。

定 

会長　的場 勝さん 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 53,003人（△14） 

　　男 24,790人（△ 7） 

　　女 28,213人（△ 7） 

世帯数 22,320（　26） 
6月1日現在（　）は前月比 

今
年
も「
せ
っ
ぺ
と
べ
」で
鎌
踊
り
を
奉
納

▲

平
成
十
七
年
度
中
に
、
次
の

個
人
、
団
体
か
ら
多
額
の
金
品

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
財
産
等
は
、
市

の
行
政
施
策
推
進
の
た
め
に
図

書
の
購
入
や
青
少
年
の
育
成
、

環
境
整
備
な
ど
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
金
】

（
順
不
同
）

本
田
勝
彦

様
（
東
京
都
）

百
万
円

江
口
漁
業
協
同
組
合

様

三
百
万
円

【
土
　
地
】

尾
下
耕
造

様
（
熊
本
県
）

二
筆
（
吹
上
町
）

【
物
　
品
】 

児
島
知
之

様
（
鹿
児
島
市
）

薩
摩
焼
花
瓶
ほ
か
９
点

岩
増
重
俊

様
（
鹿
児
島
市
）

薩
摩
焼
壺
ほ
か
２
点

青
少
年
育
成
な
ど
に
有
効
活
用 



����� �����	
 ������� �����	
��

▲ 大勢の市民が参加し１周年を祝いました
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�
周年 
記念 

五
月
二
十
日
、
新
市
誕
生
一
周
年

を
祝
う
記
念
式
典
を
市
伊
集
院
文
化

会
館
で
開
催
し
、
国
県
の
招
待
者
や

市
行
政
関
係
者
、
一
般
参
加
者
を
含

め
た
約
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
吹
上
青
松
太

鼓
保
存
振
興
会
（
北
野
和
則
会
長
）

に
よ
る
力
強
い
「
吹
上
青
松
太
鼓
」

の
演
奏
で
開
幕
。
宮
路
市
長
の
式
辞

の
あ
と
、
宇
田
市
議
会
議
長
の
あ
い

さ
つ
、
日
置
市
市
民
憲
章
の
発
表
、

田
代
教
育
長
か
ら
公
募
で
決
定
し
た

市
花
・
市
木
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
状
等
の
授

与
で
は
、
合
併
に
功
労
が
あ
っ
た
と

し
て
旧
四
町
の
町
長
・
議
長
が
総
務

大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
合

併
協
議
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
日

置
中
央
合
併
協
議
会
委
員
な
ど
二
十

八
人
を
代
表
し
て
旧
日
吉
町
助
役
の

笠
野
邦
彦
氏
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
市

花
市
木
の
制
定
に
あ
た
り
応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
川
畑
弘
子

さ
ん
と
本
田
紀
子
さ
ん
に
特
別
賞
の

授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
総
務
大

臣
な
ど
来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
た
あ
と

に
、
市
内
の
小
・
中
学
生
四
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
日
置
市
へ
の
夢
と

希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
、
式

典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
各
表
彰
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
町
村
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰 

（
敬
称
略
）

【
町
長
関
係
表
彰
】 

下
茂

孝
一
（
旧
東
市
来
町
長
）

宮
路

高
光
（
旧
伊
集
院
町
長
）

井
上

幸
一
（
旧
日
吉
町
長
）

横
山

宏
志
（
旧
吹
上
町
長
）

故
瀬
野
喜
三
郎
（
旧
日
吉
町
長
）

【
議
長
関
係
表
彰
】 

宇
田

榮（
旧
東
市
来
町
議
会
議
長
）

佐
藤

彰
矩（
旧
伊
集
院
町
議
会
議
長
）

宮
内

博（
旧
日
吉
町
議
会
議
長
）

鳩
野

哲
盛（
旧
日
吉
町
議
会
議
長
）

馬
籠

君
夫（
旧
吹
上
町
議
会
議
長
）

地
頭
所
貞
視（
旧
吹
上
町
議
会
議
長
）▲ 総務大臣表彰を受ける旧首長ら ▲ 力強い演奏でオープニングを飾った吹上青松太鼓保存振興会皆さん

記
念
式
典
を
開
催

▽
日
置
市
長
感
謝
状
贈
呈
者
表
彰 

（
敬
称
略
）

久
留

俊
夫（
旧
東
市
来
町
助
役
）

谷
口

正
行（
旧
東
市
来
町
議
会
議
員
）

徳
重

栄（
旧
東
市
来
町
学
識
経
験
者
）

宮
内

光
次（
旧
東
市
来
町
学
識
経
験
者
）

三
原

辰
子（
旧
東
市
来
町
学
識
経
験
者
）

畠
中

千
秋（
旧
伊
集
院
町
助
役
）

上
妻

勲（
旧
伊
集
院
町
議
会
議
員
）

宇
都

隆
秋（
旧
伊
集
院
町
学
識
経
験
者
）

野
上

政
人（
旧
伊
集
院
町
学
識
経
験
者
）

藤
松

劼（
旧
伊
集
院
町
学
識
経
験
者
）

舩
迫
ノ
ブ
子（
旧
伊
集
院
町
学
識
経
験
者
）

笠
野

邦
彦（
旧
日
吉
町
助
役
）

成
田

浩（
旧
日
吉
町
議
会
議
員
）

堀

政
男（
旧
日
吉
町
議
会
議
員
）

上
内

修
一（
旧
日
吉
町
学
識
経
験
者
）

門
田

秀
雄（
旧
日
吉
町
学
識
経
験
者
）

諏
訪
免
順
子（
旧
日
吉
町
学
識
経
験
者
）

池
畑

昭
治（
旧
吹
上
町
助
役
）

山
下

清
通（
旧
吹
上
町
助
役
）

満
留

敏
昭（
旧
吹
上
町
議
会
議
員
）

西
園

一
幸（
旧
吹
上
町
議
会
議
員
）

榊

秀
徳（
旧
吹
上
町
学
識
経
験
者
）

原
田

昌
作（
旧
吹
上
町
学
識
経
験
者
）

甲
斐

克
美（
旧
吹
上
町
学
識
経
験
者
）

南

一
秀（
旧
東
市
来
町
監
査
委
員
）

諏
訪
免

是（
旧
日
吉
町
監
査
委
員
）

鮫
島

登（
旧
東
市
来
町
監
査
委
員
）

黒
葛

秋
男（
旧
吹
上
町
監
査
委
員
）

▽
日
置
市
の
市
花
及
び
市
木
特
別
賞 

受
賞
者
表
彰（
敬
称
略
）

◇
市
花
特
別
賞 

川
畑

弘
子（
吹
上
町
小
野
）

◇
市
木
特
別
賞 

本
田

紀
子（
吹
上
町
永
吉
）

宇田　榮議長 
市議会を代表してあいさつ 

田代　宗夫教育長 
市花・市木を発表 

感
謝
状
を
受
け
る
笠
野
邦
彦
さ
ん

▲

市
花
特
別
賞
を
受
け
る
川
畑
弘
子
さ
ん

▲

今年の３月から４月にかけて、市民の皆さまから応募
のあった「日置市のシンボル等」が、このたび市花及び市
木選定委員会と日置市市民憲章検討委員会で決定し、日
置市発足一周年記念式典で発表されました。
市では、決定された以下の各シンボルを、より一層の一

体感醸成と、市の新しいイメージとして活用していきます。

日置市のシンボル等（市花・市木および市民憲章）を制定 

市の花 

市花　うめ 

◇選定理由 
うめの花は、酷暑や厳寒に

耐え、百花に先駆けて「凛」
として美しい花を咲かせ、市
内の各所に植えられ親しみが
あり心を和ませる花である。
梅は、バラ科の落葉高木で

四君子（蘭・菊・梅・竹）の
一つとして、気品と気高さを
象徴し、古くから教育や文人
精神を表した植物とされ、日
置市との歴史的なつながりも
深く、広く日置市民に親しま
れる花として制定されました。

日置市市民憲章 

◇選定理由 
検討委員会では、市民の皆さんのご意見を参考に、市民のまち

に対する愛情を醸成し、まちづくりへの参加意欲を喚起するとい
う大きな意義と、文章として簡潔で言い易く覚えやすいもの、子
どもから高齢者まで誰でもが親しみやすいものであることとして
制定されました。
前文は、本文の５項目を総括したもので、「ひかり輝く」の部

分は、日置という地名からくる太陽のイメージ、日を置く（太陽
暦）、日新たに（改革の精神）等の意味が込められています。

市の木 

市木　クロマツ 

◇選定理由 
日置市は、日本三大砂丘の

一つ吹上浜を有し、白砂青松
といわれる青々とした松林が
象徴的であり日置市のイメー
ジに合致し、風雨にも耐え、
たくましく育つ松林は、日置
市民にも一番身近である。
クロマツは、松科の常緑高

木で力強い生命力を持ち、歴
史を刻み、たくましく発展す
る日置市を表し、これからも
市民に親しまれる木として制
定されました。
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わ
た
し
た
ち
の
日
置
市
は
、自
然
と
文
化
と
歴
史

の
町
で
す
。こ
の
日
置
市
は
、ち
ょ
う
ど
一
年
前
に

伊
集
院
町
、東
市
来
町
、日
吉
町
、吹
上
町
の
四
つ
の

町
が
合
ぺ
い
し
て
、一
つ
の
市
に
な
り
ま
し
た
。

旧
伊
集
院
町
の「
妙
円
寺
詣
り
」は
、県
の
三
大
行

事
に
数
え
ら
れ
、県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。わ
た
し
の
住
む
日
吉
町
か
ら

も
、子
ど
も
会
を
単
位
と
し
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、

た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
、長
い
道
の
り
を
歩
き
ま

す
。旧

東
市
来
町
は
、全
国
的
に
有
名
な「
さ
つ
ま
焼
」

の
か
ま
元
が
集
ま
る
町
で
す
。美
山
に
は
多
く
の
と

う
芸
作
品
を
販
売
す
る
店
が
建
ち
並
び
、県
内
外
か

ら
多
く
の
と
う
芸
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
す
。湯
之
元

は
す
ば
ら
し
い
温
泉
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

旧
吹
上
町
は
、日
本
三
大
砂
丘
の
吹
上
浜
を
持
ち
、

海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。夏
に
行
わ
れ
る「
さ

つ
ま
湖
花
火
大
会
」は
、た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

旧
日
吉
町
に
は
、「
せ
っ
ぺ
と
べ
」と
い
う
伝
統
芸

能
が
残
っ
て
い
ま
す
。わ
た
し
も
田
植
え
踊
り
で
さ

さ
踊
り
を
踊
っ
て
い
ま
す
。踊
り
子
が
踊
っ
て
、大

人
が
田
ん
ぼ
の
中
を
は
ね
て
、と
て
も
愉
快
な
お
祭

り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、い
ろ
い
ろ
な
伝
統
と
、す
ば
ら
し

い
自
然
に
囲
ま
れ
た
日
置
市
を
、わ
た
し
は
ほ
こ
り

に
思
い
ま
す
。

で
も
、将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、不
安
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、こ
の
町
で

就
職
し
て
、生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
。わ
た
し
の
母
は
、わ
た
し
が

五
才
の
と
き
に
突
然
天
国
へ
旅
立
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。で
す
か
ら
、今
、わ
た
し
は
父
と
二
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
小
さ
い
と
き
か
ら
父
は
、外
で
の
仕
事

も
家
の
仕
事
も
一
生
懸
命
に
し
て
、わ
た
し
を
育
て

て
く
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
父
に
、一
日
も
早
く
恩

返
し
を
し
て
楽
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、将
来
、パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
仕
事
か
、外
国
語
を
日

本
語
に
通
訳
す
る
よ
う
な
仕
事
に
つ
き
た
い
と
希

望
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
ん
な
仕
事
を
し
な
が

ら
、父
の
そ
ば
に
い
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。で

も
、そ
の
よ
う
な
会
社
が
日
置
市
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
、ま
た
、そ
の
よ
う
な
会
社
に
勤
め
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、今
、心
配
に
な
っ

て
い
ま
す
。も
し
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。大
好
き
な
日
置
市
を
は
な
れ
て

暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が
、と
て
も

不
安
な
の
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
町
が
、大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

自
然
と
文
化
と
歴
史
が
調
和
し
た
こ
の
日
置
市
。

こ
の
良
さ
を
失
う
こ
と
な
く
、さ
ら
に
発
展
す
る
と

と
も
に
、お
年
寄
り
も
若
者
も
助
け
合
っ
て
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
豊
な
日
置
市
に
な
る
こ
と
を
、

わ
た
し
は
望
み
ま
す
。

僕
が
住
む
東
市
来
町
は
、去
年
、伊
集
院
町
・
吹
上

町
・
日
吉
町
の
３
つ
の
町
と
合
併
し
て
、新
し
く
日

置
市
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、僕
に
と
っ
て
は
身

近
な
こ
と
に
は
思
え
ず
、あ
ま
り
興
味
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。た
だ
東
市
来
町
立
だ
っ
た
建
物
が
、日

置
市
立
に
変
わ
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
の
変
化
で
し
た
。

で
も
、２
週
間
ほ
ど
前
に
、担
任
の
先
生
か
ら
、

「『
日
置
市
の
未
来
』に
つ
い
て
作
文
を
書
い
て
み
ま

せ
ん
か
。」と
言
わ
れ
、

「
は
い
。」

と
、返
事
を
し
た
瞬
間
か
ら
、僕
は
自
分
な
り
に
日

置
市
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、合
併
し
た
４
つ
の
町
は
ど
ん
な
町
だ
っ

た
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。ま
ず
、東
市
来
は
、全
国

的
に
も
有
名
な
薩
摩
焼
の
産
地
で
す
。江
口
漁
港
に

水
揚
げ
さ
れ
る
イ
リ
コ
チ
リ
メ
ン
も
と
て
も
お
い

し
い
と
評
判
で
す
。次
に
、伊
集
院
と
聞
い
て
す
ぐ

に
思
い
つ
く
の
は
、お
い
し
い
伊
集
院
ま
ん
じ
ゅ
う

で
す
。ま
た
、年
に
一
度
行
わ
れ
る「
妙
円
寺
詣
り
」

は
、鹿
児
島
県
の
三
大
行
事
に
も
な
っ
て
い
る
と
て

も
有
名
な
行
事
で
す
。そ
し
て
、吹
上
町
に
は
、日
本

三
大
砂
丘
の
一
つ
、吹
上
浜
が
あ
り
ま
す
。吹
上
浜

で
は
、毎
年
砂
で
で
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
砂
像
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。薩
摩
湖
と
い
う
大
変

に
き
れ
い
な
湖
も
あ
り
ま
す
。花
火
大
会
は
、と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。最
後
に
日
吉
町
は
、緑
竹
で
有

名
で
す
。「
せ
っ
ぺ
と
べ
」と
い
う
伝
統
行
事
も
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

僕
は
自
分
で
調
べ
て
み
て
、４
つ
の
町
な
ら
で
は

の
特
色
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
置
市
は
、古
い「
歴
史
」や「
伝
統
」、特
色
の
あ
る

「
行
事
」、美
し
い「
自
然
」に
恵
ま
れ
た
と
て
も
よ
い

市
だ
と
思
い
ま
し
た
。

僕
は
、み
ん
な
に
も
こ
の
日
置
市
を
好
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、日
置
市

の
自
然
や
歴
史
・
伝
統
行
事
・
産
業
を
い
っ
ぱ
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。た
だ
見
て
回
る
だ
け
で
な
く
、楽
し
く
遊

び
な
が
ら
勉
強
で
き
た
ら
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。ク

イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
回
っ
た
り
、薩
摩
焼
や
農
業
の

体
験
も
で
き
た
り
す
る
と
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。歴

史
は
、ジ
オ
ラ
マ
や
動
く
人
形
、劇
で
教
え
て
も
ら

え
た
ら
、小
学
生
に
も
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

僕
は
、特
に
島
津
義
弘
公
に
つ
い
て
知
り
た
い
で
す
。

日
置
市
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
わ
か
り
、何
度
で
も

行
き
た
く
な
る
よ
う
な
施
設
が
で
き
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
が
、一
緒
に
楽

し
く
安
心
し
て
遊
べ
る
広
い
公
園
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。き
っ
と
近
く
の
市
や
町
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
人
が
、遊
び
に
き
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
、合
併
し
た
４
つ
の
町
の
人
た
ち
全
員
が

参
加
で
き
る
お
祭
り
も
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

お
年
寄
り
や
障
害
者
・
子
ど
も
も
一
緒
に
参
加
で
き
、

見
て
い
る
人
も
楽
し
く
な
る
よ
う
な
お
祭
り
が
あ

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
も
こ
ん
な
施
設
や
公
園
、お
祭
り
が
あ
れ
ば
、

み
ん
な
が
日
置
市
の
こ
と
を
大
好
き
に
な
る
と
思

い
ま
す
。そ
う
な
れ
ば
、日
置
市
は
き
っ
と
も
っ
と

も
っ
と
す
ば
ら
し
い
市
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、僕
は
将
来
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
ら
、

こ
の
日
置
市
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
日
置
市
の
み
ん
な
が
、こ
こ
に
住
め
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
市
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

『
わ
た
し
の
望
む
未
来
の
日
置
市
』 

日
置
小
学
校
六
年

山
口

泰
子
さ
ん

や
ま

ぐ
ち

や
す

こ

『
僕
の
好
き
な
日
置
市
』 

鶴
丸
小
学
校
六
年

藤
田

豊
森
く
ん

ふ
じ

た

と
も

よ
り

吹
上
町
が
伊
集
院
町
、東
市
来
町
、日
吉
町
と
合

併
し
、日
置
市
に
な
り
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
日

の
こ
の「
日
置
市
発
足
一
周
年
記
念
式
典
」で
発
表

す
る
に
あ
た
り
、わ
が
町
、日
置
市
や
吹
上
町
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
は
こ
の
町
に
生
ま
れ
、育
ち
ま
し
た
。私
を
育

ん
で
く
れ
た
こ
の
町
は
、東
シ
ナ
海
を
臨
む
広
大
な

吹
上
浜
や
町
の
中
心
を
流
れ
る
伊
作
川
、春
に
は
あ

ざ
や
か
な
色
で
町
を
い
ろ
ど
る
サ
ザ
ン
カ
や
ツ
ツ

ジ
の
花
々
な
ど
と
て
も
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な

町
で
す
。そ
の
自
然
の
中
で
、こ
れ
ま
で
に
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。自
然
の
豊
か
さ
だ
け

で
な
く
、こ
の
町
は
、古
い
歴
史
や
文
化
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
何
よ
り
も
こ
の
町
の
人
々
、

私
の
家
族
、友
だ
ち
、先
輩
、後
輩
、か
け
が
え
の
な

い
人
た
ち
が
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、最
近
、私
の
家
の
近
く
に
、ふ
き
あ
げ

図
書
館
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
前
、実
際
に
行
っ
て

み
ま
し
た
。旧
伊
作
駅
の
近
く
に
あ
り
、木
の
ぬ
く

も
り
に
満
ち
た
と
て
も
す
ば
ら
し
い
建
物
で
す
。み

ん
な
が
、利
用
し
や
す
い
工
夫
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

中
は
と
て
も
広
く
、た
く
さ
ん
の
本
が
置
い
て
あ
り

ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
利
用
で
き
、た

く
さ
ん
資
料
も
そ
ろ
っ
て
お
り
、勉
強
し
た
り
、本

を
読
ん
だ
り
す
る
の
に
最
適
だ
と
思
い
ま
し
た
。ふ

き
あ
げ
図
書
館
以
外
の
市
内
の
図
書
館
も
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
の
で
、大
い
に
、活
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
に
、日
置
市
に
な
っ
て
も
、さ
つ
ま
湖
花
火
大

会
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
を
、と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。さ
つ
ま
湖
花
火
大
会
は
、と
て
も
有
名

で
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

花
火
大
会
を
通
し
て
み
ん
な
が
日
置
市
に
興
味
を
も
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。遠
く
か
ら
来
た
人
が
、

も
う
一
度
こ
の
日
置
市
に
来
た
い
と
思
え
る
、そ
ん

な
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
、吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
も
継
続
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
、小
学
生
の
と
き

に
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、陸
上
部
に
所
属
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、か
か
わ
り
ま
し

た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
町
内
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

県
内
外
か
ら
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
先
、日

置
市
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

た
ら
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。そ
の
時
は
、ぜ
ひ
参

加
し
た
い
で
す
。

さ
て
、先
日
日
置
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

み
ま
し
た
。日
置
市
の
概
要
を
見
て
、日
置
市
が
目

指
し
て
い
る
の
は
、「
地
理
的
特
性
と
歴
史
と
自
然

と
の
調
和
を
生
か
し
た
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や

か
な
都
市
づ
く
り
」だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。そ
の
中
で
も
、「
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な

都
市
づ
く
り
」と
い
う
と
こ
ろ
は
、高
齢
者
の
多
い

日
置
市
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
こ
の
町
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
お
年
よ
り

の
方
々
が
元
気
で
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、安
心
し
て
生
活

で
き
る
そ
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
置
市
を
担
う
の
は
私
達
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、み

ん
な
で
日
置
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、未
来
の
日
置
市
に
望
む
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。一
つ
目
に
、「
自
然
と
都
市
が
共
存
し
、み
ん

な
が
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
町
」

二
つ
目
に
、「
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
思
う
町
」

で
す
。こ
ん
な
町
に
し
て
い
く
に
は
、市
民
一
人
一

人
が
、な
に
ご
と
に
も
協
力
し
合
い
、み
ん
な
の
、「
こ

の
町
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」と
い
う
気
持
ち
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
さ
ん
を
始
め
、多
く
の
市
関
係
者
を
中
心
に

し
な
が
ら
、市
民
み
ん
な
で
、す
ば
ら
し
い
日
置
市

の
未
来
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

私
は「
日
置
市
が
好
き
」で
す
。も
っ
と
も
っ
と
自

信
を
も
っ
て「
日
置
市
が
好
き
」と
言
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

『
日
置
市
へ
夢
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』 

吹
上
中
学
校
三
年

西
園

世
菜
さ
ん

に
し

ぞ
の

せ

な

昨
年
の
五
月
に
伊
集
院
町
、吹
上
町
、東
市
来
町
、

日
吉
町
の
四
町
が
合
併
し
、日
置
市
が
誕
生
し
て
約

一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、日
置
市
が
誕
生
し
て
一
年
が
た
っ
た
と

い
っ
て
も
、正
直
僕
は
、日
置
市
に
な
っ
て
何
が
変

わ
っ
た
の
か
一
年
た
っ
た
今
も
、ま
だ
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。

こ
の
度
、日
置
市
発
足
一
周
年
記
念
式
典
で
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、「
日
置
市
へ
夢
と
希
望

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」と
い
う
こ
と
で
少
し
日
置
市
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

日
置
市
は
海
や
山
な
ど
に
面
し
た
、自
然
に
恵
ま

れ
た
土
地
で
す
。ま
た
、伝
統
工
芸
も
さ
か
ん
で
、特

に
東
市
来
町
の
美
山
の
陶
芸
は
全
国
で
も
有
名
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
置
市
の
美
し
い
自
然
や
伝
統
的
な
工
芸
を
よ
り
、

鹿
児
島
県
内
、県
外
へ
と
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
置
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

日
置
市
に
は
鹿
児
島
県
三
大
行
事
に
も
含
ま
れ

る
伊
集
院
町
の
妙
円
寺
詣
り
を
は
じ
め
、梅
マ
ラ
ソ

ン
、日
吉
町
の
全
国
で
も
有
名
な
せ
っ
ぺ
と
べ
、太

鼓
踊
り
、東
市
来
町
の
伊
勢
神
社
棒
踊
り
、ふ
る
さ

と
港
祭
り
、吹
上
町
の
伊
作
太
鼓
踊
り
、流
鏑
馬
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
伝
統
的
な
行
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
ご
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
行
事

は
あ
り
ま
す
が
、日
置
市
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
行
事
も
あ
れ
ば
い
い
と
僕
は
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、た
だ
行
事
を
増
や
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

各
町
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

町
ご
と
の
交
流
を
深
め
て
新
し
い
歴
史
を
刻
め
る

よ
う
な
行
事
が
で
き
れ
ば
よ
り
よ
い
市
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、日
置
市
を
よ
り
よ
い
市
に
し
て
い
く
な

か
で
問
題
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

近
年
日
本
国
内
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
化
で

す
が
、日
置
市
の
高
齢
化
率
も
年
々
増
加
し
て
い
く

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

僕
自
身
も
、毎
月
配
ら
れ
る
広
報「
ひ
お
き
」の
お

め
で
た
と
お
悔
や
み
の
覧
で
、お
め
で
た
の
覧
よ
り

も
、お
悔
や
み
の
覧
の
ほ
う
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、

日
置
市
で
も
社
会
で
言
わ
れ
る
高
齢
化
問
題
が
深

刻
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、僕
は
福
祉
施
設
の
充
実
を
は
か
り
、近

所
同
士
で
助
け
合
い
の
で
き
る
市
づ
く
り
が
で
き

れ
ば
、高
齢
化
問
題
に
少
し
は
対
応
で
き
る
の
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

僕
た
ち
中
高
生
が
市
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、地
域
行
事
へ
の
参
加
に
よ
る

市
の
活
性
化
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
思
っ
た
理
由
は
、地
域
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、そ
の
町
の
発
展
に
繋
が
り
、町
ご
と

の
発
展
は
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
置
市
の
未
来
を
背
負
っ
て
い
く

僕
た
ち
日
置
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
築
き
上
げ

て
き
た
伝
統
を
理
解
し
あ
っ
て
、そ
れ
ら
の
伝
統
を

守
り
な
が
ら
み
ん
な
で
助
け
合
い
、新
し
い
伝
統
を

築
い
て
い
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、日
置
市
に
つ
い
て
考
え
、調
べ
て
み
て
、日

置
市
の
も
つ
伝
統
や
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

僕
は
、こ
の
日
置
市
に
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
で
み

ん
な
が
生
き
生
き
と
し
た
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

現
在
僕
は
学
校
の
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

近
く
に
あ
る
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
は
陸
上
競

技
場
の
整
備
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
、新
た
な
ド
ー

ム
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
な
り
そ
う
で
す
。こ
れ
ま
で
、陸
上
を
続
け
て
き

て
、近
く
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
本
当
に
助
か
っ
て
き
ま
し
た
。施
設
が
整
備
さ
れ

だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
く
る
と
日
置
市
外
か
ら

も
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
人
が
増

え
て
き
ま
す
。そ
の
よ
う
な
時
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
他
の
地
域
の
人
達
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、東
市
来
町
、吹
上
町
の
温
泉
街
な
ど
の
観

光
地
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
鹿
児
島
県
内
、外
に
Ｐ
Ｒ

し
て
、将
来
的
に
は
県
内
で
も
有
数
の
観
光
地
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
置
市
が
ス
ポ
ー
ツ
が
さ
か
ん
な
、温
泉
な
ど
の

施
設
で
有
名
な
観
光
地
に
な
る
こ
と
が
今
の
僕
の

日
置
市
へ
の
夢
で
す
。

日
置
市
の
持
つ
良
き
伝
統
を
守
り
、良
い
所
を
さ

ら
に
伸
ば
し
な
が
ら
、日
置
市
民
全
員
で
協
力
し
て

明
る
く
活
気
に
溢
れ
た
日
置
市
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

『
日
置
市
へ
夢
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』 

伊
集
院
北
中
学
校
三
年

栗
田

徹
士
く
ん

く
り

た

て
つ

し
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【
改
革
が
目
指
す
も
の
】

今
回
策
定
さ
れ
た
市
行
政
改
革
大

綱
は
、
昨
年
十
月
か
ら
各
種
団
体
の

代
表
者
や
公
募
で
選
ば
れ
た
方
々
で

構
成
さ
れ
る
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
（
宮
廻
委
員
長
）
に
お
い
て
、
素

案
が
討
議
さ
れ
付
帯
意
見
と
共
に
市

長
に
答
申
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

本
年
三
月
に
決
定
し
た
も
の
で
す
。

日
置
市
で
は
、
住
民
の
生
活
圏
拡

大
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
、
地
方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に

は
厳
し
い
財
政
状
況
と
急
速
に
進
む

少
子
・
高
齢
社
会
等
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
市
町
村
合
併
を
選
択

し
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
合
併

に
よ
り
全
て
の
課
題
が
解
決
す
る
わ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
規
模
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
で
、
組
織
や
人
事
、
公

共
施
設
の
重
複
な
ど
新
た
な
行
政
課

題
に
加
え
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
で
き
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
状
況
は
、
市
税

を
は
じ
め
地
方
交
付
税
の
増
収
が
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
で
は
、
近

い
将
来
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
日
置
市

誕
生
を
機
に
地
域
の
責
任
あ
る
経
営

主
体
と
し
て
、
本
市
が
目
指
す
「
地

理
的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和

を
生
か
し
た
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健

や
か
な
都
市
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、

よ
り
戦
略
的
な
事
業
選
択
に
よ
り
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
よ
り
効
率

的
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
組
織
、

経
済
的
な
公
共
事
業
、
内
部
の
改
革

と
併
せ
、
市
民
や
企
業
等
が
行
政
経

営
に
参
画
し
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
性
や
強
み

が
有
効
に
発
揮
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
策

定
さ
れ
た｢

第
一
次
日
置
市
総
合
計

画｣

が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
行
財
政

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

【
改
革
に
向
け
た
視
点
】

自
立
と
協
働

地
方
分
権
の
社
会
に
は
、
国
や
県

依
存
か
ら
の
脱
却
、
権
限
面
の
確
立
、

財
政
面
の
健
全
化
、
債
権
・
債
務
の

長
期
的
管
理
、
市
民
の
理
解
と
協
力
、

職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。
い

わ
ゆ
る
「
自
立
」
し
た
自
治
体
を
目

指
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
市
民
と
行
政
の
関

係
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
す
。
お

互
い
が
依
存
し
あ
う
関
係
か
ら
脱
却

し
、
互
い
に
手
を
取
り
合
い
連
携
し

て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
「
協
働
」
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
市
の
事
業
計
画
策
定
に
お

い
て
は
、
計
画
段
階
か
ら
そ
の
評
価

段
階
に
お
い
て
も
、
市
民
の
意
見
が

取
入
れ
ら
れ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
生

か
し
て
い
く
市
民
参
画
の
シ
ス
テ
ム

作
り
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
民
が
主
役
に
な
っ
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

効
率
性
と
透
明
性

市
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
と
い
う
経

営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

行
政
は
、
市
民
の
為
と
い
う
意
識

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
と
と
も

に
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
意
識
（
行

政
の
共
同
経
営
）
を
持
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
意
思
決
定
の
過
程
や
事
業

評
価
な
ど
を
公
開
し
、
行
政
の
持
っ

て
い
る
情
報
を
市
民
と
共
有
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
も
の

今
回
の
行
政
改
革
は
、
市
民
と
行

政
の
間
に
あ
る
敷
居
を
取
り
払
い
、

自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
も
ね
ら
い
の
一
つ
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
行
政
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で

あ
り
ま
す
。
難
し
い
表
現
や
複
雑
な

事
務
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
、
よ
り

一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
と
も

に
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
対
話
を

重
視
し
な
が
ら
心
の
通
っ
た
行
政
を

目
指
し
ま
す
。

【
具
体
的
な
計
画
内
容
】

新
た
な
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

の
主
な
内
容
と
し
て
、

①
組
織
体
制
の
見
直
し
＝
本
庁
と
支

所
の
役
割
や
部
課
等
の
整
理
統
合

②
職
員
定
数
と
人
事
＝
職
員
十
五
％

程
度
の
削
減
、
職
務
と
能
力
に
応
じ

た
給
与
の
適
正
化

③
財
政
の
健
全
化
＝
中
・
長
期
的
な

財
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
足
腰
の
強

い
財
政
運
営
の
確
保

④
業
務
の
外
部
委
託
の
推
進
＝
公
共

施
設
管
理
、
公
営
企
業
等
の
見
直
し

⑤
人
材
育
成
の
推
進
＝
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
満
足
度
と
職
員
の
資
質
向
上

―
な
ど
七
項
目
を
あ
げ
、
よ
り
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
五
年
後

に
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
十
七
年
度
と

比
較
し
て
概
ね
五
十
億
円
程
度
の
削

減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
進
行
管
理
を
確
実
な
も
の
に
】

行
政
改
革
の
推
進
を
確
実
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
改
革
の
進
行
管
理

を
行
い
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
し
て
い
き
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
企
画
部
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

（
内
線
一
二
六
六
）

※
参
照

日
置
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.hioki.kagos

him
a.jp/keikakutop.htm

）

よ
り
よ
い
合
併
効
果
・
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

日
置
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定 

▲宮路市長へ答申する宮廻委員長

大綱の期間 
18年度　　　　  22年度 5カ年 5カ年 

こ
の
大
綱
の
行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
）に
つ
い
て
は
、次
号
で
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

地方交付税と市税の年度別収入実績見込額の推移 
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職
場
体
験
学
習
を
中
心
と
し
た
中

学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

子
ど
も
た
ち
が
働
く
こ
と
の
喜
び
や

厳
し
さ
、
望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労

観
を
学
び
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
貴
重
な
学
習
活

動
で
す
。

日
置
市
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推

進
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
中
学
生
の
職
場

体
験
学
習
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は 

現
代
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題

点
に
は
、
社
会
の
新
規
学
卒
者
に
対

す
る
求
人
の
減
少
や
若
者
の
職
業
人

と
し
て
の
基
礎
的
資
質
・
能
力
の
低

下
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
は
、
児
童
一
人
一
人
の
望
ま
し

い
職
業
観
・
勤
労
観
を
育
て
る
た
め
、

日
々
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
学

業
生
活
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
自
己
の
進
路
を
選
択
・

決
定
し
て
い
く
な
ど
、
社
会
人
・
職

業
人
と
し
て
自
立
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
日
置
市
内
の
各

中
学
校
で
は
、
職
場
体
験
学
習
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
連
絡
協
議
会 

開
催 文

部
科
学
省
で
は
全
国
で
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
そ
の
中
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
ス

タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
の
職
業
観
・
勤
労
観
を

育
て
る
た
め
、
中
学
校
を
中
心
と
し

た
五
日
間
以
上
の
職
場
体
験
の
実
施

な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

日
置
市
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推

進
連
絡
協
議
会
を
設
置
。
関
係
諸
団

体
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
、
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
）
や
受
入

事
業
所
の
代
表
者
、
市
内
中
学
校
職

員
が
会
し
、
四
月
十
三
日
と
五
月
十

八
日
に
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

四
月
十
三
日
の
第
一
回
協
議
会
で

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
の
趣

旨
・
役
割
な
ど
の
説
明
、
今
後
の
事

業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

五
月
十
八
日
の
第
二
回
協
議
会
で
は
、

四
月
二
十
五
日
〜
二
十
七
日
に
行
わ

れ
た
土
橋
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習

の
実
践
発
表
が
あ
り
、
宮
元
一
頼
校

長
か
ら
学
習
の
成
果
や
今
後
の
課
題

な
ど
が
発
表
さ
れ
、
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

地
域
一
体
と
な
っ
て 

取
り
組
む
た
め
に 

日
置
市
の
中
学
生
約
六
百
人
が
四

月
か
ら
十
月
ま
で
の
二
〜
五
日
間
で

職
場
体
験
学
習
を
行
い
、
今
年
度
は

次
の
日
程
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

協
議
会
で
は
、
中
学
生
の
職
場
体
験

受
入
事
業
所
を
募
集
し
、
生
徒
の
学

び
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
各
地

域
の
事
業
所
な
ど
で
働
く
中
学
生
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

見
か
け
た
時
に
は
是
非
、
声
を
掛
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▲ 協議会で実践発表を行う宮元校長

社
会
は
貴
重
な
学
習
の
場 

　
　
　
　
　
　
中
学
生
約
六
百
人
が
職
場
体
験
学
習 

 

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
に
協
力
を 

四
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
の
三
日
間
、
土
橋
中
学
校
の

三
年
生
八
人
が
伊
集
院
地
域
内

の
七
事
業
所
で
、
六
月
六
日
か

ら
八
日
の
三
日
間
、
上
市
来
中

学
校
の
二
年
生
十
三
人
が
伊
集
院
・

東
市
来
地
域
と
い
ち
き
串
木
野

市
内
の
六
事
業
所
で
職
場
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
緊
張
し

て
眠
れ
な
か
っ
た
生
徒
や
楽
し

み
で
仕
方
が
な
い
生
徒
な
ど
様
々

で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
の
礼
儀
作
法
や
仕
事
内
容
を

教
わ
り
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
、

働
く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
を

学
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た

そ
の
他
に
も
、
職
場
見
学
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

土橋中、土橋中、上市来中が職場体験学習を実施来中が職 体験学習を 施土橋中、土橋中、上市来中が職場体験学習を実施来中が職 体験学習を 施土橋中、上市来中が職場体験学習を実施土橋中、上市来中が職場体験学習を実施

▲ 青山じゅあんで働く尾堂さん（左）、
郡山さん（右） （土橋中学校）

▲ 田代保育園で働く今村さん
（上市来中学校）

○市内中学校の職場体験学習の予定 

吹 上 中 学 校  3年 3日間 10月3日（火）～10月5日（木） 

日 吉 中 学 校  2年 3日間 10月3日（火）～10月5日（木） 

伊集院北中学校 3年 2日間 7月11日（火）～7月12日（水） 

3年 2日間 7月11日（火）～7月12日（水） 
伊集院中学校 

3年 5日間 7月10日（月）～7月14日（金） 

学 校 名  学年 日数 期　　　間 
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いわさきコーポレーション㈱のバス路線廃止についていわさきコーポレーション㈱のバス路線廃止についていわさきコーポレーション㈱のバス路線廃止について
去る４月６日に鹿児島市で開催された関係市町村への説明会の後、５月８日にいわさきグループ各社から国土

交通省九州運輸局鹿児島運輸支局へ正式な路線廃止の届出が行われました。
この届出により11月から廃止が予定される路線およびその便について、お知らせします。なお、掲載した時

間帯以外のバスについては、これまでと同様に運行される予定です。
また、伊集院地域については、これまで運行していました「ゆすいん号」の路線を基本に一部見直しを行い、

ゆすいん～妙円寺団地～市役所～朝日ヶ丘団地～合同庁舎～伊集院駅等を結ぶ市街
地路線を、本年８月１日から１日５回運行させる予定です。
市では、今回の廃止届出を受けて市で運行するコミュニティバス路線も含めて、

交通弱者対策を講じたいと考えておりますので、お気付きの点やご意見などありま
したら、総務企画部企画課企画調整係（内線1264）までご連絡ください。

（注）時刻表示 
　時刻●・・・毎日運行 
　時刻■・・・日祝日運休 
　時刻▲・・・土日祝日運休 
　時刻◆・・・日祝日運行 

鹿児島交通分（廃止対象路線・便）

伊 作
田 尻
小 野
永 吉 麓
七呂三文字
扇 尾 小
入 佐
バスセンター

バ ス 停
伊作
野首入口
駒田

藤元農協前
伊作峠
谷山IC入口
バスセンター

時 刻 ■
11：30
11：38
11：39
11：46
11：49
11：55
12：00
12：57

時 刻 ●
15：51
15：54
15：59
16：03
16：16
16：24
17：03

時 刻 ▲
10：47
10：41
10：38
10：31
10：28
10：22
10：17
9：15

時 刻 ●
12：59
12：54
12：50
12：45
12：37
12：29
11：50

バ ス 停
伊 作
さ つ ま 湖
吹 上 浜
永吉十文字
吉 利
日 置
上 日 置
伊 集 院
伊集院高校

時 刻 ▲
19：09
19：04
19：00
18：55
18：47
18：39
18：00

時 刻 ●
6：30
6：33
6：35
6：40
6：43
6：48
6：55
7：05
7：12

バ ス 停
伊 作
田 尻
上 田 尻
坊 野 上
永 吉 麓
吉 利 農 協
日 置 寺 下
上 日 置
伊 集 院

時 刻 ●
13：00
13：06
13：11
13：19
13：28
13：32
13：37
13：46
13：55

バ ス 停
伊 集 院
高速松元バス停
バスセンター

バ ス 停
大 坂
上 和 田
伊 作

時 刻 ▲
7：30
7：40
8：15

時 刻 ◆
8：00
8：16
8：25

バ ス 停
●バスセンター～皇徳寺～永吉～伊作

●伊作～バスセンター

●加世田～伊作～伊集院 ●伊集院～日置～伊作 ●バスセンター～伊集院

●伊作～苙口～大坂

バ ス 停
伊 集 院
恋 ノ 原
市 園

時 刻 ■
11：10
11：20
11：22

●伊集院～恋ノ原～市園
時 刻 ■
11：37
11：27
11：25

●枕崎～加世田～伊作～鹿児島空港の系統は全て廃止

路線バス廃止に関するアンケート結果
市では、いわさきグループのバス路線廃止の届出を受け、市内215の自治会を対象に交通手段をお持ち

でない世帯やかねて路線バスを利用される世帯、空港バスの必要性についてアンケートを実施しました。
今回実施したアンケートの回収率は92.1％（198自治会）で、結果は次のとおりでした。

※ 上記の結果や乗客の利用調査などを行い、今後の対応を検討してまいります。
ご多忙な中、アンケートにご協力いただきまして誠にありがとうございました。

※ 上記の結果や乗客の利用調査などを行い、今後の対応を検討してまいります。
ご多忙な中、アンケートにご協力いただきまして誠にありがとうございました。

〔数値は、５月12日現在の福祉施設を除く21,560世帯を100％とするものです。〕
〔参考資料〕 ・市内の軽自動車等の車輌保有世帯数・・・・・・13,931世帯（世帯数に占める割合は64.6％）

・市内の軽自動車等の車輌台数・・・・・・・・・18,489台（軽四輪貨物・乗用（自家・営業用を含む））
・市内の普通自動車等の車輌台数・・・・・・・・16,985台（世帯数に占める割合は78.8％）

路線バスの利用について交通手段について 空港バスの必要性について

88.9％
90.5％

9.5％15.9％

84.1％

11.1％

持っていない

持っている 利用しない

必要である

利用する 必要ない

錦 江 町
鹿 児 島 駅
つつじヶ丘団地
麦 生 田
北 小 前
井 手 元
下 神 殿
桑 畑
伊集院高校
伊 集 院
大 田
美 山
野 田 上
野 田
野田三文字
東 市 来
湯 之 元
串 木 野
川 内

バス停
川 内
串 木 野
湯 之 元
東 市 来
野田三文字
野 田
野 田 上
桑 畑
県 営 住 宅
く ろ が ね
ゆ す の 里
妙 円 寺 小
美 山
大 田
伊 集 院
伊集院高校
下 神 殿
井 手 元
北 小 前
麦 生 田
つつじヶ丘団地
鹿 児 島 駅

時刻●

7：02

7：00
7：26
8：00

時刻■

6：10
6：30
6：35
6：39
6：40
6：41

6：43
6：44
6：45
6：46

6：48
6：50
6：51
6：52
6：53
7：33

時刻●
6：13
6：25

7：03
7：04
7：05
7：06
7：07

7：07
7：08
7：08
7：14
7：18
7：52
8：22

時刻■

6：55
7：00
7：04
7：05
7：06
7：07

7：08
7：10
7：11
7：12
7：13
7：53

時刻■

6：40
7：27
7：28

7：36
7：40
7：44
7：52

7：55
8：00
8：26

時刻●

7：00
7：26
7：31
7：35
7：36
7：37
7：38

7：39
7：41
7：42
7：43
7：44
8：24

時刻■

8：30
8：56

時刻●
串木野新港
10：45
11：12
11：16
11：22
11：22
11：23
11：23

11：24
11：25
11：26
11：27
11：28
12：04

時刻■

7：25
8：12
8：13
8：14
8：15
8：17
8：18

8：19
8：20
8：21
8：25
8：30
8：56

時刻●

11：00
11：26
11：31

11：34
11：42
11：46
11：50

11：58
11：59
12：46

時刻■
9：18
9：30
10：17
10：08
10：09
10：10
10：11
10：12

10：12
10：13
10：13
10：19
10：23
10：57
11：27

時刻■
11：26
12：00
12：26
12：31

12：34
12：42
12：46
12：50

12：58
12：59
13：46

時刻◆

9：30
10：07
10：08
10：09
10：10
10：11
10：12

10：12
10：13
10：13
10：19
10：23
10：50

串木野新港

時刻◆

12：00
12：26
12：31

12：34
12：42
12：46
12：50

12：58
12：59
13：46

時刻●

11：45
12：22
12：23
12：24
12：25
12：26
12：27

12：27
12：28
12：28
12：34
12：38
13：05

串木野新港

時刻●
串木野新港
12：10
12：37
12：41
12：47
12：47
12：48
12：48

12：49
12：50
12：51
12：52
12：53
13：29

時刻■

15：13
16：00
16：01

16：09
16：13

時刻■

16：20
16：24

16：32
16：33
17：22

時刻●

甲陵高校
18：10
18：11

18：19
18：23

18：32
18：33
18：34
18：38
18：43
19：10

時刻■

19：20
20：00
20：01

20：09
20：13
20：17
20：25

20：28
20：33

バス停
飯牟礼入口
日 吉 支 所
市民病院前
潟 山
神 ノ 川
鈩 口
江口蓬莱館
江 口
江 口 浜 荘
東 市 来
湯 之 元
串 木 野

時刻●

19：50
20：30
20：31
20：32
20：33
20：35
20：36

20：37
20：38
20：39
20：43
20：48
21：14

時刻●
7：00
7：13
7：16
7：22
7：25
7：27

7：29
7：32
7：40
7：45
8：05

時刻■
13：43
13：30
13：27
13：21
13：18
13：16
13：13
13：11
13：08
13：00
12：55
12：35

時刻●
17：53
17：40
17：37
17：31
17：28
17：26
17：23
17：21
17：18
17：10
17：05
16：45

バス停

林田バス分（廃止対象路線・便）

●鹿児島～伊集院・東市来～串木野・川内

●串木野・川内～東市来・伊集院～鹿児島 ●飯牟礼入口～日吉～湯之元～串木野

●串木野～東市来～伊集院～鹿児島空港
●妙円寺団地～伊集院駅
●伊集院駅～上神殿
●湯之元～上神殿
●湯之元～高山
●湯之元～梅木・荻
●湯之元～川上（いちき串木野）

この系統は全て廃止

！

住宅火災で亡くなられた方の約６割を超える方が、夜間
就寝中の「逃げ遅れ」が原因によるものです。
この亡くなられた人たちも、火災にもっと早く気付いて

いたら、助かっていた可能性が非常に高いといわれます。
自分や家族を火災から守るために、できるだけ早く住宅

用火災警報器等の設置・検討をお願いします。

住宅用火災警報器等の 
設置条例が施行 !

《住宅用火災警報器》 

警報器の設置義務 

◇新しく建てられる住宅は 

平成18年6月1日から 
◇すでに建っている住宅は 

平成23年5月31日まで 

機器の設置方法などについては、最寄りの
消防署または分遣所へお尋ねください。

○消防本部・消防署　℡272－0119 
○北分遣所　　　　　℡274－0119 
○南分遣所　　　　　℡299－3019

悪質な訪問販売等に注意！

機器等を消防署が販売したり、あっせんすることは

ありません。トラブルに巻き込まれないために、購入

や契約の際はくれぐれも慎重にお願いします。

（身近な方や信頼できる方に相談しましょう。）
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台風や豪雨の襲来は予測できます。
気象情報で中心気圧や最大風速を知り、万全の対策を立て

ておきましょう。
台風や豪雨に襲われたら、慌てず適確に対処できるよう日

ごろから十分な対策を立て、被害を最小限にとどめるように
しましょう。

日ごろの準備は万全ですか？ 
【停電に備えて】 
　ローソク、懐中電灯、携帯用ラジオ、マッチなど。 
【火の使用は最小限に】 
　風で大火を招くことがあるため要注意。 
【早めに浸水対策】 
　①屋根や窓、雨戸からの浸水に備えて修理する。 
　②雨水の逃げ道を確保するため排水溝を掃除する。 
　③浸水の恐れがでたら電気製品、家具を高所へ。 
【非常持ち出し品】 
　貴重品、衣類、食料と水（1人、1日3リットルを
目安に）は3日分以上、燃料、救急薬品など。 

日置市近郊の吹上浜海岸は、東市来地域の江口

浜海浜公園内の人口ビーチを除き、遊泳禁止区域

になっています。

この遠浅になる海岸では、貝掘りなどに夢中に

なると、満ちてきた潮で深みができて、陸に戻れ

なくなる恐れがあります。

また、沖へ勢いよく流れる潮（離岸流）が発生す

ることがあり、遊泳はとても危険です。

水難事故は、海以外の池や川それにプールや風

呂場などでも起きています。

▲ 遠浅でも危険 ▲ 転落事故に注意

▲ 池や川遊びも要注意 ▲ 子供の監視を

夏本番本番夏本番いよいよいよいよ 本番いよいよ

� 周囲に助け（応援）を求める 

� 119番通報をする（海上保安庁は１１８番） 

� もっとも安全で確実な方法で救助する 

� 意識がなく呼吸がなければ人工呼吸を、 
脈拍も感じられなかったら人工呼吸と 
心マッサージをすぐに始める 
 

※消防署では、毎月9日を救急講習の日と定め、普通
救命講習等を実施しています。もしものために受講
しましょう。（少人数でも申し込み可能） 

もし事故がおきたら・目撃したら もし事故がおきたら・目撃したら 
昨年の夏、日置市消防本部管内で熱中症又は熱中症

疑いで20名以上の方が救急搬送されています。
いずれの方も軽い症状ですみましたが、ひとつ間違

えると大変なことになります。
晴天の日だけではなく、曇りの日でも多く発生して

います。

予　　防 
○頭や首が直接日光に当たらないように、帽子など
で保護しましょう。
○高温多湿の環境の下で運動や肉体労働をする場合、
十分な水分補給と適度な塩分補給に心がけ、でき
る限り休憩をとるようにしましょう。

応急手当 
○風通しのよい涼しい日陰へ運んで寝かせましょう。
○衣服をゆるめるかあるいは脱がせて安静にしましょ
う。

梅
雨
も
半
ば
を
過
ぎ
、
ま
も
な
く
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

梅
雨
期
に
は
、
年
間
降
水
量
の
三
分
の
一
が
集
中
し
、
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
く
、
短

時
間
で
局
地
的
な
豪
雨
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
台
風
で
は
、
大
雨
の
ほ
か
、
暴

風
や
高
潮
な
ど
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
や
台
風
の
時
に
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
や
市
の
防
災
行
政
無
線
の
放
送

に
十
分
注
意
し
、
災
害
が
発
生
し
そ
う
な
場
合
は
、
早
め
の
避
難
に
心
が
け
、
か
ね
て
か
ら

安
全
な
避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
近
の
気
象
情
報
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
情
報

は
、
県
と
気
象
台
が
過
去
の
雨
量
デ
ー
タ
や
土
の
中
に
た
ま
っ
て
い
る
雨
水
の
デ
ー
タ
な
ど

を
も
と
に
、
市
町
村
単
位
で
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

市
で
は
、
防
災
活
動
や
避
難
勧
告
等
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
の
判
断
基
準
と
し
、
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
情
報
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・

梅
雨
の
末
期
ま
も
な
く
台
風
シ
ー
ズ
ン 

防
災
の
備
え
は
十
分
で
す
か
！ 

発表される情報 住民の行動 防災機関の行動 

土砂災害発生!!

待機準備 

待機警戒 

活　　動 

注　　意 

避難準備 
災害時要援護者 
の避難 

避　　難 

大雨の可能性が 
高くなる 

土砂災害の危険度 
が高まる 

大雨注意報 

大雨警報 

土砂災害警戒情報 

市消防本部 
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五
穀
豊
穰
、無
病
息
災
を
祈
願
！

親
子
で
楽
し
む
、読
み
聞
か
せ

荻
・
伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り

五
月
三
日
、
養
母
地
区
に
あ
る
荻
・

伊
勢
神
社
で
、
二
百
年
以
上
も
前
か

ら
踊
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
棒
踊
り
が
、

同
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

踊
り
連
は
、
同
地
区
の
自
治
会
（
荻
・

田
代
・
梅
木
・
北
山
・
鉾
之
原
）
と

皆
田
地
区
大
平
自
治
会
の
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
の
総
勢
二
百
三
十
人
。

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
い
手
の
歌
に

合
わ
せ
て
、
六
尺
、
三
尺
棒
や
鎌
を

交
え
た
勇
壮
な
踊
り
を
奉
納
し
ま
し

た
。ま

た
、
見
物
人
の
も
う
一
つ
の
楽

し
み
が
荻
自
治
会
青
壮
年
部
に
よ
る

庭
狂
言
『
あ
と
や
ま
』。
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
時
代
劇｢

水
戸
黄

門｣

が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
披
露

さ
れ
る
と
境
内
は
、
笑
い
の
渦
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
二
日
、
東
市
来
図
書
館

で
「
読
書
の
夕
べ
」
が
行
わ
れ
、
市

内
か
ら
親
子
連
れ
な
ど
百
三
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
夕
べ
は
、
親
子
で
読
み
聞
か

せ
に
親
し
み
、
読
書
に
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
四
月
二
十
三
日
の

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
合
わ
せ
て

開
か
れ
た
も
の
で
、
今
回
で
五
回
目
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
こ
け
け
読
み
聞
か
せ
た
い
」（
福

田
敬
子
会
長
）
に
よ
る
絵
本
、
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
や
映
画
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
話
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

今
後
は
、「
日
置
市
の
民
話
を
聞

く
会
」
や
「
読
書
の
秋
の
夕
べ
」
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲ ユーモアあふれた庭狂言「あとやま」

棚
田
散
策
＆
山
菜
狩
り
体
験

尾
木
場
地
区
で
春
を
満
喫

四
月
九
日
、
尾
木
場
地
区
で
「
棚

田
散
策
＆
山
菜
狩
り
」
が
行
わ
れ
、

鹿
児
島
市
な
ど
か
ら
十
三
家
族
四
十

三
人
が
参
加
し
、
棚
田
の
散
策
や
め

だ
か
の
見
学
、
竹
の
子
掘
り
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

竹
の
子
掘
り
で
は
、
自
分
の
顔
よ

り
大
き
い
竹
の
子
を
掘
り
当
て
た
子

ど
も
や
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
む
家

族
の
姿
が
見
ら
れ
、
ワ
ラ
ビ
狩
り
で

は
畑
一
面
に
生
え
た
ワ
ラ
ビ
を
一
生

懸
命
つ
み
取
る
な
ど
、
め
だ
か
の
里

の
春
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
豚
汁
や
、
ワ
ラ
ビ
や
竹
の

子
の
漬
け
物
が
振
る
舞
わ
れ
る
昼
食

も
参
加
者
の
楽
し
み
の
一
つ
。
尾
木

場
で
取
れ
た
イ
チ
ゴ
や
米
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、

地
元
に
伝
わ
る
一
本
杉
と
三
方
塚
、

神
の
岩
山
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
空
気
が
き
れ
い
で

す
。
散
策
を
す
る
こ
と
で
良
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
し
た
。」「
尾
木

場
か
ら
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」
な
ど
、
感
激
し
た
様
子

で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

▲ 樹齢推定200年、幹回り3.5メートルの一本杉

▲ 昼食会では地元食材を使った料理に大満足

手
づ
く
り
の
紙
芝
居
に
見
入
る
参
加
者

▲

「
子
ど
も
読
書
の
日
」

江口漁港に
活気と歓声

▲ 竹の子掘りにも挑戦

▲ 大勢の人が集まったオープニングの餅まき

▲ 大物をゲット！

五
月
三
日
、
澄
み
き
っ
た
青
空
に

大
漁
旗
が
た
な
び
く
伊
作
田
地
区
の

江
口
漁
港
で
「
第
14
回
こ
け
け
王

国
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
家
族

連
れ
が
見
守
る
中
、
港
に
鳴
り
響
く

花
火
を
合
図
に
、
色
鮮
や
か
な
大
漁

旗
を
掲
げ
た
漁
船
が
船
団
を
組
み
勇

壮
に
入
港
し
、
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。

人
気
イ
ベ
ン
ト
の
「
魚
の
つ
か
み

取
り
」
や
「
漁
船
乗
船
体
験
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
百
人
の
定
員
に
対
し
て

倍
以
上
の
参
加
希
望
者
が
行
列
を
つ

く
る
な
ど
の
大
盛
況
。
特
に
「
魚
の

つ
か
み
取
り
」
で
は
、
た
て
×
よ
こ

七
㍍
の
特
設
プ
ー
ル
に
、
体
長
五
十

㌢
を
超
え
る
マ
タ
イ
や
ア
ジ
な
ど
江

口
漁
港
沖
で
取
れ
た
活
魚
約
三
百
匹

（
約
四
百
五
十
㌔
）
が
入
れ
ら
れ
る

と
、
待
ち
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
水

し
ぶ
き
を
あ
げ
て
魚
を
追
い
求
め
、

大
物
を
捕
ま
え
る
た
び
に
周
り
の
見

物
人
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮

魚
を
安
価
で
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
や

炭
火
焼
で
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
も
多
く
の
買
い
物
客

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
地
元
の
伊
作
田
小
児
童
に

よ
る
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
「
お

楽
し
み
大
抽
選
会
」
で
す
。
一
年
で

初
秋
に
し
か
取
れ
な
い
秋
太
郎
（
バ

シ
ョ
ウ
カ
ジ
キ
）
丸
ご
と
一
匹
（
目

録
）
や
タ
イ
・
ヒ
ラ
メ
の
海
産
物
セ
ッ

ト
等
が
賞
品
と
し
て
準
備
さ
れ
、
当

選
者
の
番
号
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
大

き
な
歓
声
と
た
め
息
が
あ
ふ
れ
、
終

日
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

運
営
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▲ 見事当選！秋太郎まるごと１本プレゼント ▲ 伊作田小児童による舞踊も披露

暑
い
中
ス
タ
ッ
フ
も
大
忙
し

▲

漁
船
に
よ
る
航
海
は
気
持
ち
い
い

▲

第144回ふ回ふるさと港まつり第14回ふるさと港まつり

五
月
九
日
、
市
中
央
公
民
館
で
、

ふ
る
さ
と
保
全
田
代
山
里
会
（
東
福

泰
則
会
長
）
の
役
員
と
宮
路
市
長
な

ど
行
政
関
係
者
が
参
加
し
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
実
験

事
業
（
モ
デ
ル
支
援
事
業
）
に
係
る

協
定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
農
業
者
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
も
含
め
て
農

地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
の
適
切
な

保
全
管
理
等
を
行
う
も
の
で
、
全
国

の
約
六
百
地
区
（
県
内
二
十
地
区
）

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

田
代
地
区
の
対
象
農
地
は
、
田
三

十
六
㌶
、
畑
五
十
三
㌶
で
、
国
や
県
、

市
か
ら
の
交
付
金
は
三
百
六
万
八
千

円
で
す
。

今
後
の
活
動
は
、
遊
休
農
地
等
の

発
生
状
況
の
把
握
や
施
設
の
点
検
清

掃
、
農
道
補
修
な
ど
を
実
施
し
、
併

せ
て
農
村
環
境
保
全
お
よ
び
質
的
向

上
を
図
る
た
め
に
生
態
系
保
全
計
画

も
策
定
し
ま
す
。

東
福
会
長
と
握
手
を
交
わ
す
宮
路
市
長

▲ 地
域
住
民
で
資
源
を
守
る 
地
域
住
民
で
資
源
を
守
る 
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い
き
い
き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

伊
集
院
地
域
生
涯
学
習
講
座
開
講
式

期
待
を
胸
に

新
団
員
十
一
人
が
入
団

日
置
市
と
し
て

新
た
な
組
織
を
設
立

日
置
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
式

四
月
二
十
二
日
、
市
中
央
公
民
館
で
平
成
十
八

年
度
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
式
が
行
わ

れ
、
幼
稚
園
生
一
人
、
小
学
生
六
人
、
中
学
生
三

人
、
一
般
一
人
の
計
十
一
人
（
東
市
来
二
人
、
伊

集
院
七
人
、
市
外
二
人
）
が
入
団
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
現
団
員
に
よ
る
歓
迎
演
奏
後
、
入
団

証
の
授
与
が
行
わ
れ
、
新
団
員
を
代
表
し
て
上
江

舞
さ
ん
（
伊
集
院
北
中
学
校
二
年
）
に
入
団
証
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
入
団
証
を
手
に
し
た
新
団
員

は
歓
迎
の
こ
と
ば
を
受
け
、
緊
張
し
な
が
ら
も
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
新
団
員
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ 入団証を受け取る上江舞さん

▲ 新団員を激励

安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て

日
置
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
設
立

日
置
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
体
制
の
強
化
と
資
質
向
上
を
図

り
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
置
市
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
五
月
十
二
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
過
去
十
三
回
に
わ
た
る
設
立
準
備
委
員
会
を
経
て
設
立
さ

れ
、
会
長
に
は
福
宿
富
弘
さ
ん
を
選
出
。
総
会
で
は
規
約
や
平
成
十
八
年
度
の

事
業
・
活
動
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
設
立
記
念
式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
知
的
障
害
者
更
生
施
設
ふ
る
さ
と
学
園
の
太
鼓
と
バ
ン
ド
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
住
民
の
生
活
状
況
を
把
握
し
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
支
援
が
必
要
な
人
々
に
対
し
的
確
な
情
報
の
提
供
や
相
談
・
支
援
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
百
三
十
七
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

日置市体育協会設立

４月28日、日置市体育協会設立総
会が市中央公民館で行われました。市
民の体力向上と体育振興に寄与するこ
とを目的に、旧四地域体育協会はその
まま継続し、旧四地域体育協会の上部
団体として発足しました。
総会では、規約、要綱、平成18年

度の事業計画を決めました。

日置市スポーツ少年団本部設立

５月12日、日置市スポーツ少年団
本部設立総会が市中央公民館で行われ
ました。スポーツを通じて青少年の健
全育成を図り、単位スポーツ少年団を
指導・育成することを目的に発足。ス
ポーツ少年団の場合は体協と異なり、
各地域の本部は廃止し、市で一本化す
ることとなりました。

五
月
二
十
四
日
、
伊
集
院
文
化
会

館
で
平
成
十
八
年
度
伊
集
院
地
域
生

涯
学
習
講
座
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。式

で
は
、
今
年
度
の
講
師
紹
介
が

あ
り
、
各
講
座
の
講
師
を
代
表
し
て
、

外
園
京
子
先
生
（
中
央
公
民
館
三
味

線
講
座
）
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
鹿
児
島
国
際
大
学
講
師

の
義
山
宏
文
氏
が
「
輝
く
人
生
の
創

造
」
と
題
し
て
講
演
。
伊
集
院
中
学

校
校
長
と
し
て
在
籍
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
伊
集
院
地
域
に
滞
在
し

て
い
た
時
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
講
座
は
、
一
人
一
人
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
潤
い
と
生
き
が
い

を
も
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た

め
に
開
設
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度

は
新
た
に
着
物
着
付
け
講
座
も
加
わ

り
中
央
公
民
館
で
二
十
八
講
座
、
伊

集
院
地
区
公
民
館
で
八
講
座
、
飯
牟

礼
地
区
公
民
館
で
六
講
座
、
土
橋
地

区
公
民
館
で
六
講
座
、
伊
集
院
北
地

区
公
民
館
で
六
講
座
、
妙
円
寺
地
区

公
民
館
で
十
一
講
座
、
合
計
六
十
五

講
座
千
百
三
十
七
人
の
受
講
者
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

▲ 義山宏文氏による講演 ▲ 委嘱状を受け取る外園先生

五
月
十
九
日
、
ゆ
す
の
里
体
育
館
で
第
一
回
日
置
地

区
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
約
百
三
十
人
が
参
加
。
東
市
来
・
伊
集
院
・

日
吉
・
吹
上
の
四
地
域
対
抗
で
行
わ
れ
、
ビ
ン
倒
し
や

輪
入
れ
な
ど
の
計
七
種
目
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
各
地
域
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
精
一
杯
プ
レ
ー
。
第

一
回
優
勝
は
伊
集
院
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
十
七
日
、串
木
野
日
置
市
郡
歯
科
医
師
会
が
市
内

小
・
中
学
校
に
歯
牙
保
存
液
二
十
七
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、例
年
行
っ
て
い
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

代
わ
り
に
寄
贈
さ
れ
る
も
の
で
、外
傷
に
よ
る
歯
牙
脱
落

事
故
発
生
時
に
、で
き
る
だ
け
早
期
に
脱
落
歯
牙
を
保
存

液
に
入
れ
近
隣
の
歯
科
へ
持
参
す
る
と
、そ
の
歯
牙
を
植

え
直
し
た
時
の
生
着
率
が
高
ま
る
と
い
う
も
の
で
す
。

第１回日置地区
身体障害者
スポーツ大会

市内小・中学校へ
歯牙保存液を寄贈

平
成
十
二
年
四
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く

の
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
伊
集
院
健
康
づ
く
り

複
合
施
設
「
ゆ
す
い
ん
」
の
入
浴
者
数
が
五
月
二
十

五
日
、
百
万
人
を
突
破
し
、
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
見
事
百
万
人
目
に
な
っ
た
の
は
、

長
野
定
子
さ
ん
（
妙
円
寺
六
区
）。
百
万
人
の
前
後
に

は
深
川
タ
キ
子
さ
ん
（
朝
日
ヶ
丘
）
と
小
松
立
身
さ

ん
（
猪
鹿
倉
）。
宮
路
市
長
と
く
す
玉
を
割
っ
て
達
成

を
祝
い
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野

さ
ん
は
玄
関
前
で
い
す
の
木
の
記
念
植
樹
も
行
い
ま

し
た
。

「
ゆ
す
い
ん
」入
浴
者
百
万
人
突
破

▲ 100万人達成のくす玉開き
（左から 深川さん、小松さん、長野さん、宮路市長）

！
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

▲ 大王殿のお下り

せっぺとべ

で お ど ん

　
境
内
や
御
神
田
で
泥
ん
こ
に
な
っ

て
飛
び
跳
ね
る
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」。 

　
楽
し
げ
に
田
を
踏
み
な
ら
す
白
装

束
姿
の
踊
り
手
。
踊
る
の
が
先
か
、

焼
酎
が
先
か
。
踊
り
の
輪
は
崩
れ
て

は
ま
た
広
が
り
、
い
つ
ま
で
も
歓
声

は
途
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

▲ 諏訪自治会（笹踊り）

▲ 山田自治会（鎌踊り）

▲ 八幡自治会（虚無僧踊り）

▲ 日新自治会（鎌踊り）

日
吉
地
域
に
伝
わ
る
お
田
植
祭
り

「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
が
六
月
四
日
、
日

置
八
幡
神
社
と
吉
利
鬼
丸
神
社
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
置
八
幡
神
社
で
は
、
八
幡
、
諏

訪
、
日
新
、
山
田
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
会
ご
と
の
看
板
（
団
旗
竿
）・

し
べ
竿
を
先
頭
に
奉
納
踊
り
の
踊
り

子
と
白
装
束
姿
の
せ
っ
ぺ
と
べ
衆
が

集
ま
り
、
鳥
居
の
前
や
境
内
で
各
集

落
に
伝
わ
る
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。

神
事
が
終
わ
り
、
御
神
体
を
先
頭

に
行
列
を
組
み
、
御
神
田
へ
と
下
り

ま
す
。
八
幡
集
落
の
子
ど
も
た
ち
も

行
列
の
み
こ
し
を
担
ぎ
御
神
田
ま
で

歩
き
ま
し
た
。

御
神
田
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

の
力
自
慢
が
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ

る
看
板
（
団
旗
竿
）
や
し
べ
竿
を
立

て
て
持
ち
、
御
神
田
の
端
か
ら
端
ま

で
運
び
ま
す
。
体
勢
を
崩
し
竿
が
倒

れ
そ
う
に
な
る
と
、
見
物
客
か
ら
喚

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

竿
を
す
べ
て
運
び
終
わ
っ
た
せ
っ

ぺ
と
べ
衆
は
、
焼
酎
を
あ
お
り
さ
ら

に
勢
い
を
増
し
、「
チ
ョ
シ
、
チ
ョ

シ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
威
勢
よ
く

飛
び
跳
ね
、
今
年
の
豊
作
を
祈
願
し

ま
し
た
。

今
年
は
、
飛
び
入
り
で
宮
路
市
長

も
参
加
。
全
身
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
踊
り
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
日
置
八
幡
神

社
前
の
特
設
会
場
で
、「
せ
っ
ぺ
と

べ
イ
ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
、
吹
上
青

松
太
鼓
や
徳
重
大
バ
ラ
太
鼓
踊
り
、

各
集
落
の
奉
納
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

▲ 市長も参加しました

▲ 今年の豊作を祈願します

▲ 盛り上がるイベント会場

ふ
る
さ
と
日
吉
を
い
つ
ま
で
も

ブ
ラ
イ
ア
ン
山
下
物
語
刊
行

吉
利
小
に
そ
び
え
る
「
ブ
ラ
イ
ア
ン

の
樹
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ク
ス

の
樹
の
植
樹
百
周
年
記
念
と
し
て
「
ブ

ラ
イ
ア
ン
山
下
物
語
」
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
日
置
・
吉
利
に
生
ま
れ
て
、

国
内
外
で
活
躍
し
た
人
物
に
つ
い
て
記

録
し
て
あ
り
、
木
に
ま
つ
わ
る
日
吉
出

身
の
山
下
弥
七
郎
と
ア
メ
リ
カ
の
政
治

家
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
交
流
な
ど
数
多
く

の
多
彩
な
人
物
が
登
場
し
ま
す
。

こ
の
本
を
通
じ
て
、
先
人
た
ち
の
破

天
荒
な
生
き
方
を
学
び
、
彼
ら
を
育
て

た
日
吉
の
風
土
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

小
川
沿
い
に
光
の
乱
舞

ホ
タ
ル
の
観
察
会

五
月
二
十
日
、
笠
ヶ
野
運
動
広
場
で

ホ
タ
ル
の
観
察
会
が
行
わ
れ
、
地
域
住

民
や
住
吉
小
学
校
の
生
徒
な
ど
約
百
人

が
日
当
川
沿
い
の
光
の
乱
舞
を
楽
し
み

ま
し
た
。

こ
の
観
察
会
は
、
ホ
タ
ル
の
生
息
で

き
る
地
域
の
環
境
を
見
直
そ
う
と
、
笠
ヶ

野
、
毘
沙
門
地
区
の
中
山
間
事
業
地
域

振
興
の
一
環
と
し
て
初
め
て
企
画
さ
れ

た
も
の
。
参
加
者
は
生
態
の
説
明
や
、

木
の
枝
に
産
み
付
け
ら
れ
た
幼
虫
を
観

察
。
午
後
八
時
ご
ろ
か
ら
増
え
始
め
た

ホ
タ
ル
の
乱
舞
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

待
望
の
集
会
施
設
完
成

吉
利
神
社
近
く
に
待
望
の
北
区
地
区

集
会
施
設
が
竣
工
さ
れ
、
五
月
二
十
一

日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
前
の
集
会
施
設
は
昭
和
三
十
年
頃

に
小
学
校
の
改
築
で
不
要
に
な
っ
た
資

材
で
建
て
ら
れ
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、

地
区
住
民
に
よ
る
集
会
施
設
建
設
資
金

積
み
立
て
と
、
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り

支
援
事
業
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
今
回

新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

北
区
地
区
で
は
、
平
成
九
年
に
む
ら

づ
く
り
活
動
重
点
地
区
の
指
定
を
受
け
、

平
成
十
年
に
は
休
耕
田
を
利
用
し
た
集

団
転
作
に
よ
り
大
豆
の
生
産
を
開
始
。

現
在
で
は
約
十
一
ha
を
栽
培
す
る
な

ど
地
域
農
業
の
振
興
と
地
域
活
性
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

六
月
四
日
、
日
吉
運
動
公
園
弓
道
場

で
第
三
十
回
日
吉
せ
っ
ぺ
と
べ
射
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
五
十
七
チ
ー

ム
百
七
十
五
人
が
出
場
し
、
腕
を
競
い

ま
し
た
。 北区地区

集会施設
落 成 式

せっぺとべ
射会
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

開
館
。子
育
て
に
や
さ
し
い
図
書
館

日
置
市
立
ふ
き
あ
げ
図
書
館

地
道
な
行
政
相
談
の
功
績
を
表
彰

甲
斐
克
美
さ
ん
九
州
局
長
表
彰

パ
ン
を
召
し
上
が
れ

ヤ
マ
ン
カ
ン
で
パ
ン
づ
く
り
体
験

｢

子
育
て
に
や
さ
し
い
図
書
館｣

を

目
指
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

ふ
き
あ
げ
図
書
館
が
五
月
十
一
日
、

開
館
し
ま
し
た
。

同
日
午
前
開
か
れ
た
開
館
記
念
式

典
に
は
、
多
数
の
関
係
者
が
出
席
。

市
長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
い
た

館
の
木
の
香
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
入

館
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
市
長
が
「
吹
上
地
域
市

民
待
望
の
図
書
館
が
で
き
ま
し
た
。

先
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
旧
町
有

林
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
本
に

親
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

開
館
に
あ
わ
せ
て
絵
画
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
関
東
鹿
児
島
吹
上
会

の
瀬
戸
口
功
さ
ん
や
、
関
西
鹿
児
島

吹
上
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
利
用
者
を
代
表
し
て
伊
作

小
学
校
六
年
の
片
平
遥
那
さ
ん
と
地

頭
所
晶
代
さ
ん
が
「
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
も
っ
と
本
を
好
き
に
な
り
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

「
子
育
て
中
の
親
に
は
な

に
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
こ

れ
か
ら
利
用
者
で
こ
こ
も
育

て
ま
し
ょ
う
」。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
こ
が
め
の
遠
矢
ゆ
か
り

さ
ん
は
、
愛
息
の
手
を
握
り
な
が
ら
、

期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

同
図
書
館
の
蔵
書
は
約
三
万
二
千

冊
。
児
童
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
畳
コ
ー

ナ
ー
や
お
は
な
し
の
部
屋
も
完
備
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
パ
ソ
コ
ン
も
利
用
で
き
ま

す
。貸

出
に
は
「
利
用
者
カ
ー
ド
」
が

必
要
で
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
の
う
え
、

手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
館
時
間 : 

十
時
〜
十
九
時 

休
館
日 : 

毎
週
月
曜
日 

祝
日
、
年
末
年
始 

吹
上
地
域
で
行
政
相
談
委
員
を
務
め
る

甲
斐
克
美
さ
ん
（
新
川
原
）
が
こ
の
ほ
ど
、

九
州
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

「
国
な
ど
の
公
的
機
関
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
を
つ
な
ぎ
、
橋
渡
し
を
す
る
だ
け
」

と
謙
虚
に
話
す
甲
斐
さ
ん
。
表
彰
は
長
年

の
地
道
な
功
績
に
対
す
る
も
の
で
す
。

「
年
二
回
の
行
政
相
談
の
ほ
か
、
随
時

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

山
神
の
郷
公
園
の
お
も
い
で
館
で
五
月
二

十
一
日
、
和
田
小
低
学
年
親
子
が
パ
ン
づ
く

り
に
挑
み
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
ふ
っ
く
ら
発
酵
し
た
生
地
の

感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
た
わ
る
よ
う
に

伸
ば
し
、
ウ
サ
ギ
や
魚
な
ど
に
成
形
。
卵
や

チ
ョ
コ
、
レ
ー
ズ
ン
で
飾
り
オ
ー
ブ
ン
へ
。

「
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
」「
こ
れ
は

何
の
形
」。
焼
き
た
て
パ
ン
を
目
の
前
に
、

会
話
も
弾
み
ま
す
。

八
人
分
で
八
千
円
か
ら
体
験
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
も
い
で
館
（
二
九
九
‐
三
四
二

〇
）
ま
で
。

焼
き
た
て

手
づ
く
り

今
年
の
夏
も
よ
ろ
し
く
ね

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

ど
ん
な
と
き
で
も「
い
か
の
お
す
し
」

伊
作
小
防
犯
訓
練

鹿
児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

が
五
月
十
九
日
、
吹
上
中
央
公
民
館
で
あ
り
ま
し

た
。
出
発
式
に
は
県
内
の
保
護
団
体
や
自
治
体
関

係
者
な
ど
六
十
人
が
出
席
。

式
で
は
県
環
境
保
護
課
の
水
谷
課
長
が
「
活
動

は
十
九
年
目
を
迎
え
、
県
民
の
理
解
も
定
着
。
自

然
環
境
保
全
活
動
と
し
て
誇
り
を
胸
に
活
動
し
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
団

体
に
「
か
め
ま
る
君
」
か
ら
腕
章
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
、県
全
体
の
上
陸
確
認
頭
数
は
五
、七
一
一

頭
。そ
の
数
は
以
前
よ
り
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
三
年
一
組
に
不
審
者
が
侵
入
」。
鳴
り
渡
る
非

常
ベ
ル
と
と
も
に
整
然
と
校
庭
に
避
難
す
る
児
童
。

こ
れ
は
伊
作
小
で
五
月
二
十
九
日
、
行
わ
れ
た
防

犯
訓
練
の
様
子
で
す
。

訓
練
で
は
、
実
際
に
車
か
ら
の
声
か
け
事
案
も

再
現
。「
お
菓
子
を
あ
げ
る
か
ら
」
と
し
つ
こ
く

言
い
寄
る
不
審
者
を
、
三
人
の
女
子
児
童
が
協
力

し
て
撃
退
。
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
に
駆
け
込
み

ま
し
た
。

不
審
者
へ
の
対
応
は
「
い
か
の
お
す
し
」。
つ

い
て
い
か
な
い
。
車
に
の
ら
な
い
。
お
お
声
を
出

す
。
す
ぐ
逃
げ
る
。
し
ら
せ
る
。

地
域
で
の
見
守
り
も
不
可
欠
で
す
。

地
域
資
源
を
総
動
員き

ら
め
く
農
村
・
農
業
祭

下
与
倉
自
治
会
で
五
月
三
日
、「
き
ら
め
く

農
村
・
農
業
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭

り
は
、
交
流
に
よ
る
元
気
な
農
村
づ
く
り
を
目

指
そ
う
と
、
吹
上
地
域
の
農
業
委
員
ら
が
発
起

人
と
な
り
、
き
ら
め
く
農
村
の
会
（
内
村
文
弘

会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

主
役
は
レ
ン
ゲ
が
咲
き
誇
る
田
。
ス
テ
ー
ジ

や
テ
ン
ト
群
が
準
備
さ
れ
た
農
村
は
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
へ
と
様
変
わ
り
。
農
道
に
は
チ
ン
ド
ン

屋
や
馬
車
が
練
り
歩
き
、
地
域
の
女
性
が
特
産

販
売
に
声
を
か
ら
す
風
景
に
、
大
勢
の
人
が
詰

め
掛
け
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
下
与
倉
刀
踊
り
を
は
じ
め
、
皿

回
し
や
手
品
な
ど
、
多
彩
な
演
芸
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
、
振
る
舞
わ
れ
た
豚
汁
片

手
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
下
与
倉
産
の
米
を
原
料
に
し
た
焼

酎
「
乙
女
月
」
も
初
お
目
見
え
。

地
域
資
源
を
総
動
員
し
た
農
業
祭
は
、
農
村

に
新
た
な
示
唆
を
与
え
る
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
度
は
吹
上
地
区
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
試
着
も
大
好
評

初
め
て
の
着
心
地
に
う
れ
し
そ
う
で
す

▲



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

川
之
上
蒼
真

大
三

緑
ヶ
丘

柳
原

稜

隆

藤
元

馬
場

杏
奈

英
人

北
湯
之
元

竹
之
内
博
貴

和
博

新
川
原

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

下
池

昊
明

洋
次

柿
之
迫

下
池
香
莉
奈

洋
次

柿
之
迫

下
池
汐
莉
奈

洋
次

柿
之
迫

山
尾

実
礼

良
磨

中
央

下
茂

憲
治

範
彦

城
之
町

窪
田

一
颯

和
也

駅
前

内
田

実
緒

秀
三

中
央

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

迫

穂
乃
花

史
男

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
吉

前
屋
敷
瑞
季

満

片
町

日
吉
地
域 

����� �����	
��

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

宮
原

茂
治

78

内
門

川
路

キ
ヨ

86

道
上

奥

オ
ト
モ

83

二
潟

川
路

敏

78

青
松
園

前
田

三
夫

80

古
里
東

上
園

優

56

榎
園
団
地

上

國
夫

75

内
門

田
代

ナ
ミ

82

毘
沙
門

檜
物

満
雄

100

植
木

岡
村

秀
昭

73

笠
ヶ
野

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

胸
元

時
義

82

梅
里
下

梅
原
ハ
ナ
エ

87

浜
田
後

山
下
純
一
郎

75

永
吉
中
和
田

田
中

道
子

75

西
本
町

松
増

ミ
カ

94

七
呂

上
野

保
子

61

花
熟
里

池
畑

ミ
ヨ

83

亀
原

前
野

榮
藏

91

上
和
田

原
田

義
隆

64

窪
田

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

新
山
せ
せ
ら

浩
二

上
土
橋

鶴
丸

璃
空

勝
也

平
古

殿
こ
こ
ろ

一
洋

妙
円
寺
２
区

寺
田

遥
翔

克
仁

郡
上

糸
井

雅
喜

浩
幸

瀬
戸
内

坂
下

翔
大

浩
治

妙
円
寺
１
区

田
邊

梨
沙

喜
章

妙
円
寺
７
区

川
畑

雄
大

慎
太
郎

郡
上

今
村

達
也

哲
郎

立
野

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

橋
口

信
夫

80

上
神
殿
向

吉
村
ト
シ
子

81

大
田
上

吉
永

ワ
カ

94

下
神
殿
１
区

下
古
立
テ
ル

82

麦
生
田
下

本
田

親
威

84

犬
之
馬
場

長
谷
川
シ
ヅ
エ

75

郡
内

黒
岩

大
吾

29

妙
円
寺
６
区

東

義
雄

77

つ
づ
じ
ヶ
丘
１
区

石
室
屋
ト
キ
ヱ

82

小
原

西

春
男

73

宮
脇

門
松
誠
之
助

93

向
江
町

尾
堂

兼
男

82

上
土
橋

小
園
ス
ミ
子

58

竹
之
山

南

フ
ヂ
ヱ

83

恋
之
原
東

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

西
薗

弘
海

63

杉
之
迫

福
井

義
雄

79

杉
之
迫

河
野

忠
江

86

尾
木
場

前
田
ハ
ル
ヱ

86

川
北

団
増

藤
男

77

神
之
川

藤
田

重
夫

85

坂
之
上
下

森
山
キ
ミ
子

87

美
山
下
南

元
山
レ
イ
子

74

中
伊
作
田

せ

り

な

ほ

の

か

か

り

な

し
ょ
う
た

ま
さ

き

は
る

と

た
つ

や

け
ん

じ

み
ず

き

い

ぶ

き

み

ら

い

り

く

り

さ

み

お

５
月
受
付
分（
敬
称
略
）

５
月
受
付
分（
敬
称
略
）

り
ょ
う

あ
ん

な

ひ
ろ

き

そ
う

ま

たこの揚げサラダ仕立て 

⑦ 

【材　料（4人分）】  
・たこ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150g

Ａ
しょうゆ・・・・・・・・・・・大さじ
こしょう・・・・・・・・・・・・・・・少々

・小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・白ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 本
・水菜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40ｇ
・セロリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・40ｇ
・揚げ油
にんにく・・・・・・・・・・・小さじ
しょうゆ・・・・・・・・・・・大さじ

Ｂ
レモン汁・・・・・・・・・・・大さじ１
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
こしょう・・・・・・・・・・・・・・・少々
サラダ油・・・・・・・大さじ１と

【作り方】  

① たこは一口大に切り、Ａで下味を
つけ、小麦粉をつけて揚げる。

② 白ねぎは白髪ねぎにし、水にさら
してから水気をきる。

③ 水菜は食べやすい長さに切っておく。

④ セロリは筋をとり、細い千切りにし、
し、水にさらし水気をきる。

⑤ ボウルに①②③④を入れ、Ｂを混
ぜ合わせて加え、和える。

た
か
が
ス
ト
レ
ス
さ
れ
ど
ス
ト
レ
ス

こ
こ
ろ
の
健
康
は
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
３
本
柱

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
、
私

た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
時
期
は
、

と
う
い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い

環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
多
大
な
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
ス

ト
レ
ス
は
受
け
方
次
第
で
良
い
刺
激
に
な

り
ま
す
が
、
時
に
は
心
身
の
健
康
を
お
び

や
か
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
県
は
、
全
国
で
も
自
殺
者
が
多

い
県
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
伊
集

院
保
健
所
管
内
（
日
置
市
、
い
ち
き
串
木

野
市
）
に
お
い
て
は
、
他
の
保
健
所
と
比

較
し
て
自
殺
者
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
殺
者
の
う
ち
九
割
を
越
す
人

た
ち
の
背
景
に
、
う
つ
病
が
存
在
す
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

が
た
い
へ
ん
重
要
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

う
つ
病
と
は
？

〜
こ
こ
ろ
が
、
風
邪
を
ひ
い
た
り

症
状
を
こ
じ
ら
せ
た
状
態
〜

こ
こ
ろ
が
疲
れ
た
た
め
に
、
気
分
が
ゆ

う
う
つ
で
元
気
が
無
い
状
態
が
長
く
続
き

（
普
通
二
週
間
以
上
）
意
欲
が
な
く
な
っ

た
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な
っ
た
場
合
を
言
い
ま
す
。

本
人
の
努
力
で
改
善
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
く
、
家
族
や
同
僚
、
職
場
の
上

司
の
配
慮
や
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
的
な

治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
の
で
き
る
こ
と

①
ゆ
っ
く
り
と
話
し
を
聞
く

②
励
ま
し
す
ぎ
な
い

（
こ
こ
ろ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
）

③
い
つ
も
ど
お
り
に
接
す
る

④
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
る

⑤
重
大
な
決
断
は
先
に
延
ば
す
よ
う
に

ア
ド
バ
イ
ス
す
る

五
月
病 

１

２

３

４

５

内容

毎日の生活にはりが感じられ
ない

これまで楽しんでやれていた
ことをしても楽しくない

わけもなく疲れたような感じ
がする

これまで楽にできていたことが、
おっくうに感じられる

自分が役に立つ人間だと考え
ることができない

チェック症状

※ このチェックシートは、うつ病発見の手がかりの
１つとして行うチェック表です。１～５の症状の
うち、２項目以上に当てはまった人は、要チェッ
クです。早めに専門機関（病院や保健所、保健セ
ンター等）にご相談ください。
また、うつ病では、次のような症状もよくみら

れるものです。
◇睡眠障害（眠れなくなる、寝すぎる）
◇食欲障害（食欲がわかない、食べ過ぎる）
◇死についてよく考える

1
2

1
2

1
4
1
2

1
2

ゆ
う
だ
い

こ
う
め
い

▲ 県指定文化財「美山薩摩焼窯」

四
月
二
十
一
日
に
、
美
山
地
区
の
御
定
式
窯
跡
が
「
美
山
薩
摩
焼
窯
」
の
名

称
で
鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
美
山
地
区
は
江
戸
時
代
か
ら
四

百
年
以
上
続
く
薩
摩
焼
の
生
産
地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

で
も
十
ヶ
所
以
上
の
窯
元
が
並
び
、
伝
統
の
技
を
伝
え
て
い
ま
す
。
美
山
地
区

の
歴
史
的
な
価
値
が
今
回
の
指
定
で
改
め
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

薩
摩
焼
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）、
島
津
義
弘
が
朝
鮮
か
ら
陶
工
を
伴
っ

て
帰
国
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
美
山
の
陶
工
た
ち
は
、
慶
長
八
年
に
串
木

野
か
ら
美
山
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
美
山
で
は
朝
鮮
伝
来
の
技
術
を
守
り
つ

つ
、
新
し
い
技
術
も
取
り
入
れ
、
大
い
に
発
展
し
て
薩
摩
焼
の
最
大
の
生
産
地

に
な
り
ま
し
た
。

県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
窯
跡
は
、
寛
延
年
間
（
約
二
百
六
十
年
前
）
に

開
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
美
山
地
区
に
は
四
百
年
の
間
に
使
わ

れ
た
多
く
の
窯
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
市
指
定
文
化
財
の
「
南
京
皿
山
窯
跡
」

（
弘
化
三
年
【
一
八
四
六
】）、「
五
本
松
窯
跡
」（
寛
文
九
年
【
一
六
六
九
】）、

美
山
の
初
期
の
窯
で
発
掘
調
査
の
後
に
移
設
さ
れ
た
「
堂
平
窯
跡
」
が
そ
れ
で

す
。
他
に
も
、
多
く
の
窯
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
窯
跡
は
薩
摩
焼

の
歴
史
を
知
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
そ
の
価
値
は
県
指
定
の
窯
跡
に

も
劣
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、

鹿
児
島
大
学
が
美
山
地
区
で
窯
跡
な

ど
の
遺
跡
の
分
布
を
九
日
間
に
わ
た

っ
て
調
査
し
ま
し
た
。「
今
後
も
美

山
地
区
の
調
査
を
行
い
た
い
。」
と

の
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
本
市
の
県

指
定
文
化
財
は
十
二
に
な
り
ま
し
た
。

《
引
用
参
考
文
献
》 

　『
東
市
来
町
誌
』
東
市
来
町 

　『
日
本
の
や
き
も
の 

薩
摩
』
淡
交
社 

な
ん

き
ん

さ
ら

や
ま

ご

ほ
ん

ま
つ

ど

び
ら

み

や
ま

さ
つ

ま

や
き

が
ま

ご
じ
ょ
う
し
き

か
ま

あ
と

東市来 

美
山
の
窯
跡 

　
　
県
指
定
文
化
財
に 
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シリーズ⑬

ひと いきいき

初
め
て
絵
本
を
作
っ
た
の
は
中
学
時
代
。
当
時
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
得

意
だ
っ
た
原
田
さ
ん
は
、「
小
さ
い
頃
か
ら
絵
本
や
紙
芝
居
を
作
っ
て
く
れ

た
母
の
影
響
で
、
気
が
付
い
た
ら
イ
ラ
ス
ト
や
絵
本
作
り
が
好
き
に
な
っ
て

い
ま
し
た
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
子

ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
作
り
を
楽
し
み
、
子
ど
も
が
大
き

く
な
っ
た
今
で
は
、
手
作
り
絵
本
の
出
版
や
イ
ラ
ス
ト
作
品
の
個
展
の
開

催
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
誌
「
わ
お
ん
」
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
な
ど
幅
広
く

活
動
。
今
は
自
宅
二
階
の
ア
ト
リ
エ
で
布
絵
本
を
創
作
。
ア
イ
デ
ィ
ア
と
工

夫
で
絵
本
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
広
が
り
ま
す
。

原
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
公
民
館
講
座
「
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
フ
ト
」
講

座
や
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
工
作
教
室
の
講
師
。
朝

日
ヶ
丘
子
ど
も
会
で
は
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
地
域
に
も
貢
献
。
子
ど
も
が

小
学
校
に
通
っ
て
い
る
頃
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
が
登
場
す

る
絵
本
も
作
り
ま
し
た
。「
一
緒
に
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
を
作
る
楽
し
さ
を
共

感
し
た
い
」
そ
ん
な
気
持
ち
で
地
域
の
人
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
絵
本
の
魅
力
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
層
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
本
を
開
い
た
人
の
心
に
届
く
作
品
を

作
れ
た
ら
幸
せ
で
す
ね
」

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
漁
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
奄
美

に
い
ま
す
。
だ
か
ら
毎
年
夏
休
み
に
奄
美
に
行
っ

て
、
海
で
泳
ぎ
ま
す
。
初
め
て
奄
美
の
海
を
見
た

時
は
、「
き
れ
い
だ
な
」
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

海
に
も
ぐ
る
と
、
ク
マ
ノ
ミ
と
か
ウ
ツ
ボ
と
か

色
々
な
魚
が
た
く
さ
ん
い
て
、
わ
く
わ
く
し
て
き

ま
す
。

港
の
近
く
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
漁
か
ら
帰
っ

て
き
た
漁
師
さ
ん
た
ち
に
会
っ
た
り
し
ま
す
。
と

て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。
ぼ
く
も
自
分
の
船
で
漁

に
出
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
海
を
大
切
に
で

き
る
か
っ
こ
い
い
漁
師
に
な
り
た
い
で
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
ぼ
く
の
将
来
の
夢
』 

和
田
小
学
校
六
年
　
　
金
城
　
隆
志 

く
ん 

大乗寺跡（日吉地域） 

東市来町美山 

か

な

し

ろ

　

　

た

か

し

 

　定年を機に3年前美山に移住。
薩摩焼の里の風土が陶芸を始め
たきっかけで、市の生涯学習講
座の2年生。美術展などに足を
運び、様々な作品を見て勉強す
るのも楽しみで、作品には美山
の400年登り窯で焼いたものも
ある。ゆくゆくは、講座の時間だ
けでなく、自分のリズムで作陶で
きるよう自宅に窯を構えたいです。 

両井　正男　（67歳） さ
ん 

「陶芸」 

13

だい　じょう　じ　　あと 原田 美夏
はら だ み か

さ
ん［42歳］ 

●大学卒業後、小学校・養護学校に6年勤務。第1
子誕生を機に退職。以後、子どもと共に絵本やおも
ちゃ作りを楽しんでいます。平成8年からイラスト
レーターとリサイクル工作講師として活動を始め、
現在では、手づくり絵本の出版やイラスト作品の個
展を開催するなど幅広く活躍。 

伊集院町猪鹿倉　（朝日ヶ丘自治会） 「せっぺとべ」が行われる日置八幡神社の奥にあり
ます。秀吉に抵抗したことで知られている島津歳久や、
日置島津家歴代領主と夫人の墓があります。仁王像
や龍をかたどった精緻な手水鉢なども残っています。
歳久は、1537 年に伊作城（吹上地域中原地区）

で生まれました。父は島津本家15代貴久、祖父は
伊作島津家 10 代忠良（日新公）でした。歳久は、
兄弟の義久・義弘・家久と共に蒲生や大口など各地
で戦い、三州統一を果たしました。その後、九州の
大半を支配した島津氏でしたが、豊臣秀吉に敗れ降
伏しました。降伏に最も反対したのが歳久だったそ
うです。降伏の後も秀吉に抵抗を続けたと伝えられ
ています。
1592年に島津氏の家臣梅北国兼が秀吉に対し反

乱を起こしました。秀吉は歳久が反乱に関係がある
と疑い、処刑を命じました。歳久は領地の宮之城か
ら呼び出され、竜ヶ水で討たれました。
1595年に歳久の遺族に日置（現在の日吉地域日

置地区一帯）が領地として与えられ、孫の常久が領
主になりました。常久は大乗寺に歳久の墓を建て、
日置島津家の菩提寺にしたと伝えられています。

〈引用参考文献〉 

『日吉町郷土史　上巻』 

本庁から 
　　車で25分 

日吉支所から 
　　車で南へ5分 

Access

▲ 中央が歳久の墓

【伊集院地域ALT】 
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マ リ ア 　 デ メ ト リ ウ  

こんにちはみなさん、私はMaria Demetriou（マリア
デメトリウ）です。伊集院地域のＡＬＴ（＝外国語指導助手）
です。イギリスのロンドンから来ました。伊集院に住んでも
うすぐ２年です。新しく日置市になってから、２つの中学校
と４つの小学校で教えています。ここに住むのは大好きです。
伊集院は、とてもきれいな町だと思います。それにみんなが
すごくやさしくて、よくしてくれるのでここに来てすぐ好き
になりました。
私は仕事でたくさんの学生と話します。とても楽しいです！
彼らはよく私を笑わせます。
外国に住むことはとてもすばらしい経験です。私は日本の学生にも外国を旅行していろいろな国をみて

ほしいです。日本に来る前は、日本はユニークで変わった国だと思っていました。でも日本に住んで、違
いはたくさんあるけど似ているところもあることを発見しました。
もうすぐＡＬＴの仕事が終わります。２年間はとても早かったです。ここを去るのはとてもさみしいで

すが、帰ったら友達や家族に伊集院での生活の話をして思い出したいです。

楽
し
く
英
語
の
授
業
を
行
う
マ
リ
ア
さ
ん

▲




